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 第一に、1973 年、1985 年および 2006 年の Landsat データを解析して、土地利用・被覆および土地








第二に、土壌流亡量を推定する数値モデルである USLE (Universal Soil Loss Equation) と GIS を
用いて、1973 年から 2006 年までの土地利用の変化にともなう土壌流亡量を評価した。植生劣化、と










質および流域の形を入力変数として流出土砂量を推定する数値モデル FSM（Factorial Scoring 
Model）を用いて、流出土砂量の変動に最も影響を与える要因を明らかにした。解析の結果、ガリー
形状が主要因で、流域の形、地形、植被、岩質の順に重要度が低くなる傾向にあった。さらに、流域
の流出土砂量に及ぼす降雨の影響（気候要因）を加えて FSM を改良し、観測データと比較した結果、
気候要因を加えることによって FSM の精度が向上した。土壌侵食・堆積量の増加の主要因は、植生か
ら集約的な耕作地への継続的な土地利用変化である。したがって、この生態的に敏感な流域を保全す
るためには、生態系の環境収容力を考慮した土地・水資源利用の改善が必要である。 
 
以上を要するに、本研究の主たる成果は、地理情報システム(GIS)とリモートセンシング技術およ
び数値モデルを駆使することにより、エチオピアの中央地溝帯における土壌侵食・堆積のプロセスを
定量的に明らかにし、さらに種々の土地保全対策の効果を定量的に評価することによって、有効な選
択肢とシナリオを提示したことである。これらの研究は、深刻な土地荒廃が進行する当該地域におい
て、土壌侵食・堆積プロセスに関する科学的な知見を与えるとともに、将来講ずべき対策を提示した
ことによって応用的にも意義のあるものであり、以上のことから本審査会は、本論文を学位論文とし
て十分価値があるものと判定した。 
 
